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太陽光発電からの出力＆エネルギー需要⇒気象条件に
大きく左右
気象の時間的変動を考慮しながら，再生可能エネル
ギーを最大限に利用して需要に応えるには？
最適ケース＝再エネの発電パターンに需要が合致する
• でも、それは難しいので、価格を変動させることで
需要がどれだけ抑えられるか？
• ⇒ダイナミックプライシング
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 2016年の7～8月にフィールド実験実施。実験前（2週
間）/実験中（2週間）の時間的差異と対照群（22世
帯）/実験群（28世帯）の介入の差異を掛け合わせる
ことによって，ダイナミックプライシングの平均処理
効果をパネルデータ分析により推定(Difference in 
Difference: DID法)。

 対照群/実験群の世帯はランダムに選ぶことでダイナ
ミックプライシング以外の実験条件は極力同一とする
必要があるが，セレクションバイアスは避けられない
ため，傾向スコアマッチングという手法も併用し類似
の属性をもつサンプル同士の差を比較。



 電気消費量削減率への価格の影響
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(Source)T.T. Ho, S. Shinkuma, K. Shimada, The Effects of Dynamic Pricing of Electric Power on Consumer Behavior: A 
Propensity Score Analysis for Empirical Study on Nushima Island, Japan, Energies 2018, 11(8), 2175のFig. 7を加筆修正



再エネの出力変動に応じた価格付けがいよいよ
社会実装へ（九州電力 2月6日記者発表）
•九州電力が太陽光発電をはじめとする再生可能エネルギーの出力制
御抑制に資する新たな料金プランとして、低圧の需要家向けに「お
ひさま昼トクプラン」を創設し、2024年４月１日から提供を開始。
•九州電力は再エネを最大限活用する施策として、家庭向けには「九
電ecoアプリ」、法人向けには追加操業や自家発の稼働抑制を通じた
デマンドレスポンスを実施してきたが、今回、更なる取組みとして、
昼間の需要創出を促進し再エネ有効活用に資する料金プランを、他
の電力会社に先行し創設。
•具体的には、一定の負荷移行が可能なエコキュート、蓄電池または
電気自動車を利用する需要家を対象とし、昼間の電力量料金単価を
割安とすることで、夜間・朝夕から昼間へ電気ご使用の移行（シフ
ト）を促すもの。



 再生可能エネルギーの需給マッチングには蓄電池といった
技術対応のみのならず，需要家（消費者）の行動変容を促
す仕組みも重要。

 ダイナミックプライシングによる再エネの需給マッチの可
能性は短期・小規模ながら実証。

 行動経済学（ナッジ）の知見を活用した再エネ需給マッチ
に関しては，大規模で継続的なフィールド実証研究が今後
必要。

（参考情報）太陽光発電大学YouTubeチャンネルもご覧ください。
https://www.youtube.com/watch?v=dZR-ZJ-35sM
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